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ああいいずずみみ商商工工会会納納涼涼祭祭
「「かかほほくく冷冷たたいい肉肉そそばば」」をを出出店店
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町町長長提提案案

●住民基本台帳法等の一部改正に伴う藍住町条例の整備に関する条例の制定…………………………原案可決

外国人登録法を廃止し、外国人住民も住民基本台帳法の適用対象に加えるよう

住民基本台帳法等関連の法律が改正されたことに伴い、関係条例の規定を改正

●藍住町共同作業場の設置及び管理に関する条例の廃止…………………………………………………原案可決

管理運営を行っていた藍住町共同作業場利用者組合の解散により、共同作業場を

閉じることとしたことによる条例廃止

●徳島県後期高齢者医療広域連合規約の変更………………………………………………………………原案可決

外国人登録法を廃止し、外国人住民も住民基本台帳法の適用対象となることによる規約の改正

●徳島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う徳島県市町村総合事務組合規約の変更

…………………………………………………………………………………………………………原案可決

美馬食肉センター組合の解散により、徳島県市町村総合事務組合の規約を改正

町町長長報報告告

●平成２３年度藍住町一般会計繰越明許費（※）繰越計算書の報告

繰越総額 ９億１，８４２万６千円

●平成２３年度藍住町特別会計（介護保険事業）繰越明許費繰越計算書の報告

繰越総額 ６２０万円

●平成２３年度藍住町特別会計（下水道事業）繰越明許費繰越計算書の報告

繰越総額 ３，７７０万円

●藍住町土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出

※繰越明許費とは？

特定の事業や特別の事情（天候の都合など）で、年度内にその支出を終わらない見込みのある

もので、予算で定めることにより、翌年度に繰り越して使用できる経費（地方自治法第２１３条）。

町長は翌年度の５月３１日までに繰越計算書を調製し、次の議会の会議で報告しなければならない

（地方自治法施行令第１４６条）。

議議員員提提案案

●資格審査特別委員会委員の選任……………………………………………………………………………古川義夫

●「人権救済機関設置法案」国会提出に反対を求める意見書……………………………………………原案可決

提出者 矢部秀行議員

提出先 衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・法務大臣

６月議会定例会が６月１１日から２１日までの１１日間の会期で開会
され、下記の議案について審議しました。
一般質問では４人の議員が登壇し、町政について質問しました。

№７０ ２０１２．８．２５ ２
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山
形
県
河
北
町
と
の
交
流

昨
年
、
友
好
都
市
締
結
２０

周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

８
月
４
日
に
河
北
町
で
、
河

北
町
、
石
巻
市
、
藍
住
町
に

よ
る
記
念
式
典
を
行
い
、
三

者
に
よ
る
災
害
応
援
協
定
の

締
結
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
６
月
２８
日
か
ら
は

「
友
好
都
市
２１
周
年
記
念
ロ

マ
ン
の
か
け
は
し
・
町
民

号
」
に
よ
る
河
北
町
へ
の
訪

問
、
藍
住
町
納
涼
祭
で
は
河

北
町
の
「
冷
た
い
肉
そ
ば
」

の
販
売
、
９
月
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
流
、
１０
月
に
は
、

河
北
町
か
ら
議
会
議
員
の
皆

様
が
、
１１
月
に
は
「
友
好
の

翼
町
民
号
」
の
来
町
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
業
に
よ
り
、

更
な
る
友
好
交
流
を
深
め
て

ま
い
り
た
い
。

藍
住
町
共
同
作
業
場
の閉

鎖

藍
住
町
共
同
作
業
場
は
、

地
域
に
お
け
る
雇
用
の
創
出

の
た
め
、
管
理
運
営
を
藍
住

町
共
同
作
業
場
利
用
者
組
合

に
委
託
の
上
、
運
営
を
行
っ

て
き
た
が
、
経
営
主
体
の
大

進
繊
維
（
株
）
が
共
同
作
業

場
か
ら
撤
退
、
同
組
合
は
５

月
３１
日
を
も
っ
て
解
散
し
た

た
め
、
関
係
者
と
協
議
し
た

結
果
、
共
同
作
業
場
を
閉
じ

る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

有
効
利
用
と
売
却
の
両
面
か

ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

教
育
施
設
の
耐
震
化
完
了

町
内
の
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
の
耐
震
化
は
全

て
完
了
し
た
。

な
お
、
４
月
か
ら
藍
住
中

学
校
の
旧
北
校
舎
及
び
体
育

館
の
解
体
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
。
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
当
初
計
画
よ
り
早

く
解
体
工
事
が
終
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

新
町
民
体
育
館

規
模
等
に
つ
い
て
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階

建
。
１
階
ア
リ
ー
ナ
は
旧
町

民
体
育
館
の
約
１
・
５
倍
の

広
さ
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
３

面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

２
面
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
で
６

面
の
競
技
が
可
能
。
２
階
に

は
観
覧
席
５
３
６
席
を
設

け
、
高
齢
の
方
や
障
が
い
の

あ
る
方
も
利
用
で
き
る
よ
う

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
予
定
。

ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
と
な
る
よ
う
計
画
す
る

と
と
も
に
、
空
調
設
備
や
非

常
用
発
電
機
、
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
、
災
害
時
に
は
避

難
施
設
と
し
て
使
用
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況

�
東
、
西
両
保
育
所
の
民
間

移
管
・
中
央
保
育
所
の
給
食

業
務
民
間
委
託

皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
順
調
に
運
営
が
図
ら
れ
て

い
る
。
移
管
先
保
育
所
と
の

連
携
を
密
に
す
る
た
め
、
保

育
所
連
絡
協
議
会
を
設
置

し
、
情
報
交
換
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
保
護
者
、
移

管
先
保
育
所
、
町
と
の
三
者

で
定
期
的
な
協
議
の
場
を
設

け
、
課
題
や
問
題
の
解
決
に

向
け
て
町
も
努
力
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

保
育
の
資
質
向
上
や
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
最
大
限
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
藍
寿
苑
」
の
運
営

近
く
運
営
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
各
方
面
の
有
識
者

の
方
々
に
ご
参
画
を
い
た
だ

き
、
ご
意
見
を
賜
り
た
い
。

�
建
設
課
の
現
場
業
務

道
路
側
溝
清
掃
や
道
路
舗

装
の
部
分
補
修
な
ど
の
現
場

業
務
に
つ
い
て
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
を
図
り
つ
つ
、

民
間
活
力
の
導
入
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

６６
月月
定定
例例
会会
最最
終終
日日
のの

町町
長長
報報
告告

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
徳
島
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用

４
月
２６
日
に
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
徳
島
の
事
務

所
内
で
発
生
し
た
事
件
を
受

け
、
関
係
者
や
町
民
の
動
揺

に
配
慮
し
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
に

つ
い
て
は
自
粛
を
お
願
い
し

て
い
た
が
、
６
月
１４
日
に
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
か
ら
事
業
再

開
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
。
事

業
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
安

全
管
理
・
危
機
管
理
、
再
発

防
止
策
を
講
じ
、
新
た
な
場

所
で
の
事
業
再
開
準
備
も
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。諸

般
の
状
況
を
勘
案
し
た

結
果
、
６
月
２５
日
か
ら
来
年

３
月
３１
日
ま
で
の
間
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
許
可
す

る
こ
と
と
し
た
。

町町
かか
らら
のの
主主
なな
報報
告告

請請 願願
●
人
権
救
済
機
関
設
置
法
案
に
反
対
す
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
書

請
願
者

人
権
救
済
機
関
設
置
法
案
に

反
対
す
る
徳
島
の
会

代
表

米
田

末
子

紹
介
議
員

矢
部

秀
行

議
員

※
な
お
、
こ
の
請
願
を
意
見
書
と
し
て
提
出

す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

１
件
の
請
願
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

町民号、河北町を訪問
（石川町長、江西議長、参加された藍住町のみなさん）

３ ２０１２．８．２５ №７０
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平平成成２２４４年年第第２２回回臨臨時時議議会会

町町長長提提案案
●平成２３年度藍住町一般会計補正予算の専決処分の報告………………………………………………原案可決
歳入歳出それぞれ３，１００万円増額し、総額１０７億円とする

●藍住町税条例の一部改正についての専決処分の報告…………………………………………………原案可決
地方税法・国有資産等所在市町村交付金法の一部改正及び県民税における
寄付金控除対象の改正に伴い、本町税条例の一部を改正

●藍住町国民健康保険税条例の一部改正についての専決処分の報告…………………………………原案可決
東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例規定を、
国保税条例に規定する必要が生じたため、本町国保税条例の一部を改正

●（仮称）藍住町町民体育館新築工事の請負契約の締結………………………………………………原案可決
請 負 額 １４億１，６４５万円
請負業者 東亜建設工業株式会社 四国支店

議議員員提提案案
●藍住町農業委員会委員の推薦……………………………………………………………………………矢部秀行
●西岡恵子議員の議員資格について………………………………………………………………………継続審査
資格審査特別委員会に審査を付託

●資格審査特別委員会委員の選任

資資格格審審査査特特別別委委員員会会がが
設設置置さされれままししたた

～西岡恵子議員の被選挙権の有無を審査～

５月２１日、西岡恵子議員の議員資格（被選挙権の有無：町内に引き続き

３か月以上住所を有するかどうか（（生活実態があるかどうか）））の有無に

ついて、矢部秀行議員が地方自治法第１２７条第１項の規定により、資格決

定要求書を議長に提出しました。

これに伴い「資格審査特別委員会」が自動設置され、この件については、

今後、この委員会で審査を行うこととなりました。

※地方自治法第１２７条第１項（抜粋）

普通地方公共団体の議会の議員が被選挙権を有しない者であるとき

…は、その職を失う。その被選挙権の有無…は、…議会がこれを決定

する。この場合においては、出席議員の３分の２以上の多数によりこ

れを決定しなければならない。
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特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特 別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別 委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
H２４．６．１１変更後

委 員 長 小堀 克夫

副委員長 林 茂

委 員 喜田 修

委 員 � 眞吉

委 員 古川 義夫

委 員 奥村 晴明

委 員 佐野 慶一

委 員 森 志郎

委 員 西川 良夫

（敬称略）

５月２１日に議会臨時会が開催され、次の７議案について審議しました。
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問

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
町
内
に
お
い
て
も
災
害
時

に
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
避
難

し
た
ら
よ
い
か
不
安
な
声
が
よ

く
聞
か
れ
る
。
災
害
時
に
行
政

で
は
細
か
い
対
応
が
難
し
い

中
、
地
域
で
助
け
合
い
、
災
害

に
備
え
る
自
主
防
災
は
必
要
と

思
わ
れ
る
。

�
本
町
の
自
主
防
災
団
の
現
状

と
増
や
す
た
め
の
取
組
は
。

�
５
月
の
町
内
一
斉
掃
除
で
本

年
は
約
７
千
人
の
方
が
出
て
取

り
組
ま
れ
た
。
こ
の
時
に
そ
の

地
域
の
役
場
職
員
や
消
防
団
と

協
力
し
て
、
地
区
で
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
の
話
合
い
や
訓
練

等
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

�
現
在
９４
組
織
が
結
成
さ

れ
て
い
る
が
活
動
が
休
止
状
態

の
と
こ
ろ
も
多
い
と
思
わ
れ

る
。毎
年
、
駐
在
員
会
や
防
災

講
座
で
再
編
や
結
成
の
お
願

い
、
結
成
時
や
活
動
に
対
す
る

町
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
説
明

し
て
お
り
、
昨
年
は
旧
組
織
を

再
編
さ
れ
た
地
区
や
組
織
設
立

の
問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
。

�
自
治
会
等
の
協
力
や
理
解
が

必
要
で
あ
り
、防
災
対
策
の
一
つ

と
し
て
案
内
し
て
ま
い
り
た
い
。

問

不
登
校
の
原
因
は
本
人
、

家
庭
、
学
校
、
い
ず
れ
か
に
複

合
し
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

教
育
委
員
会
は
不
登
校
対
策
と

し
て
ど
の
よ
う
に
学
校
へ
指
導

し
て
い
る
の
か
。
昨
年
度
と
本

年
度
、
本
町
に
お
い
て
の
不
登

校
の
実
態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答

月
１
回
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
対
応
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
、
町
内
各
小
中
学
校
、
キ
ャ

ロ
ッ
子
学
級
、
教
育
委
員
会
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

が
参
加
し
て
不
登
校
児
童
・
生

徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
個
別
対

策
等
を
協
議
し
て
い
る
。

キ
ャ
ロ
ッ
子
学
級
で
の
学
力

確
保
や
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
も
あ

り
、
前
回
の
３
月
議
会
か
ら
３

か
月
間
で
３
人
が
不
登
校
状
態

か
ら
脱
却
で
き
た
。
ま
た
、
３

人
が
在
宅
不
登
校
状
態
か
ら
キ

ャ
ロ
ッ
子
学
級
へ
通
級
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

問

新
町
民
体
育
館
が
完
成
す

る
こ
と
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

な
る
よ
う
計
画
す
る
と
の
事
で

あ
る
が
、
こ
の
新
町
民
体
育
館

は
ど
こ
が
運
営
管
理
す
る
か
。

会
員
数
約
１
４
０
０
人
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。
ま
た
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
し
て
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
か
。

答

管
理
・
運
営
方
法
や
あ
い

ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
未

定
。ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
体
力
測

定
室
、
健
康
相
談
室
等
を
設

け
、
幅
広
い
年
齢
層
に
対
応
で

き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

し
て
整
備
し
た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
新
設
さ
れ
た
経
済
産
業
課
に
つ
い
て

◆
災
害
時
の
水
の
確
保
に
つ
い
て

◆
町
道
東
中
須
団
地
１
号
線
の
拡
張
工
事
に
つ
い
て

◆
土
砂
置
場
仮
捨
場
に
つ
い
て

◆
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

一般質問

小川 幸英 議員

災災害害にに強強いい町町へへのの取取組組ににつついいてて
自主防災組織の結成促進、
活動活性化に努めたい

不不
登登
校校
やや
いい
じじ
めめ
のの
現現
状状
とと

予予
防防
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

最
優
先
課
題
の
一
つ
と
し
て
努
力
し
て
い
る

新町民体育館の外観イメージ

新新町町民民体体育育館館ににつついいてて
町として最善の管理・運営方法を
検討したい
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問

�
学
校
施
設
は
地
域
の
拠

点
と
し
て
、
避
難
場
所
と
し
て

必
要
な
諸
機
能
を
備
え
る
こ
と

が
必
要
。
対
応
は
。

�
電
力
供
給
力
の
減
少
等
に
対

応
す
る
た
め
の
学
校
施
設
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
。

答

�
本
年
度
は
小
学
校
に
防

災
倉
庫
を
設
置
し
、
小
型
発
電

機
・
毛
布
等
を
備
蓄
予
定
。
ま

た
、
給
食
用
の
厨
房
で
炊
き
出

し
が
可
能
。

�
各
学
校
で
独
自
に
対
策
を
実

施
。
北
小
学
校
で
は
放
送
委
員

が
電
気
の
消
灯
と
水
の
無
駄
遣

い
を
呼
び
か
け
た
り
、
各
所
に

節
電
エ
コ
シ
ー
ル
や
節
水
シ
ー

ル
を
は
る
、
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク

カ
ー
ド
の
配
付
な
ど
節
電
・
節

水
意
識
を
高
め
て
い
る
。

問

県
立
盲
学
校
・
聾
学
校
校

舎
の
建
築
工
事
を
１２
億
円
で
県

内
業
者
の
Ｊ
Ｖ
が
落
札
。
県
外

大
手
で
な
く
て
も
工
事
は
で
き

る
。
町
は
発
注
基
準
を
見
直
す

こ
と
。
地
元
業
者
育
成
も
行
政

の
役
目
だ
。

�
下
請
業
者
は
県
内
業
者
・
地

元
業
者
優
先
と
の
答
弁
だ
が
、

元
請
に
対
す
る
協
力
依
頼
と
そ

の
調
査
は
。

�
新
町
民
体
育
館
の
工
事
費
が

１４
億
１
６
４
５
万
円
。
こ
の
工

事
に
は
２
５
４
万
９
千
円
余
の

建
設
業
退
職
金
掛
金
が
含
ま
れ

て
い
る
。
元
請
は
証
紙
を
購
入

し
て
も
、
下
請
や
現
場
で
働
く

職
人
に
証
紙
が
行
き
渡
ら
な
け

れ
ば
制
度
の
値
打
ち
が
半
減
。

指
導
と
調
査
を
。

�
入
札
結
果
を
町
広
報
で
知
ら

せ
て
は
ど
う
か
。

答

�
契
約
締
結
時
、
工
事
打

合
せ
時
に
町
内
業
者
を
優
先
す

る
よ
う
お
願
い
し
、
元
請
負
が

提
出
す
る
工
事
施
工
体
制
台
帳

に
添
付
の
下
請
負
名
簿
に
よ
り

確
認
し
て
い
る
。

�
契
約
時
に
証
紙
購
入
証
明
書

の
提
出
を
求
め
、
下
請
業
者
へ

の
証
紙
配
付
と
下
請
業
者
の
労

働
者
の
共
済
手
帳
に
証
紙
を
貼

付
す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い

る
。
工
事
完
了
後
に
は
証
紙
添

付
報
告
書
の
提
出
を
徹
底
し
た

い
。

�
工
事
の
概
要
、
指
名
業
者

名
、
業
者
の
住
所
、
応
札
金
額

等
の
情
報
を
建
設
課
に
お
い
て

縦
覧
と
い
う
方
法
で
公
表
し
て

お
り
、現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

問

多
く
の
子
育
て
世
代
が
民

主
党
の
子
ど
も
手
当
に
期
待
し

て
支
持
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
子

ど
も
手
当
は
当
初
の
半
分
の
１

万
３
千
円
。
そ
れ
も
民
主
・
自

民
・
公
明
の
３
党
合
意
で
月
額

１
万
円
（
３
歳
未
満
と
３
人
目

だ
け
１
万
５
千
円
）
の
児
童
手

当
へ
と
戻
し
増
税
だ
け
が
残
っ

た
。年

少
扶
養
控
除
廃
止
に
よ
る

人
数
と
税
収
は
。

答

納
税
義
務
者
の
う
ち
扶
養

控
除
適
用
者
数
は
、
平
成
２４
年

度
３
０
４
６
人
、
平
成
２３
年
度

５
３
７
２
人
。
扶
養
控
除
な
ど

の
課
税
に
対
す
る
具
体
的
影
響

は
現
在
調
査
中
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
火
災
警
報
器
・
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
け
に

つ
い
て

一般質問

応応急急避避難難場場所所ととししてて
学学校校施施設設のの整整備備状状況況はは
避難場所としての整備は今後の課題

林 茂 議員

「「
２２
億億
円円
以以
上上
はは
県県
外外
大大
手手
」」

のの
基基
準準
をを
見見
直直
すす
ここ
とと

安
心
安
全
な
工
事
施
行
の
た
め
実
績
、
技
術
力
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
大
手
を
指
名
し
て
い
る

エコチェックカード

節電・節水への取組（藍住北小学校）

年年少少扶扶養養控控除除廃廃止止にによよるる
税税収収増増ははいいくくららかか
町民税個人分の調定額は昨年度より
１億８１０万円増加
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問

８０
年
代
、
教
育
問
題
が
表

面
化
し
、
そ
の
対
策
に
「
学
習

内
容
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
れ
ば
問

題
は
解
決
す
る
の
だ
」
と
の
考

え
か
ら
、
文
部
省
は
学
習
指
導

要
領
を
改
訂
し
ま
し
た
。
８９

年
、
授
業
時
間
を
小
学
校
で

４
１
８
時
間
、
中
学
校
で

２
１
０
時
間
削
減
、
学
校
週
５

日
制
と
し
、
そ
の
結
果
、
最
高

水
準
に
近
い
レ
ベ
ル
を
維
持
し

て
い
た
学
力
は
大
幅
に
低
下
し

ま
し
た
。

国
際
的
学
力
調
査
は

２
０
０
０
年
か
ら
３
回
実
施
、

国
際
順
位
は
読
解
力
８
位
、
数

学
１
位
、科
学
２
位
で
し
た
が
、

０６
年
で
は
読
解
力
１５
位
、
数
学

１０
位
、
科
学
５
位
と
大
き
く
下

げ
、
文
部
省
は
、
学
習
指
導
要

領
を
改
訂
し
、
１０
年
に
は
学
力

が
上
昇
に
転
じ
ま
し
た
が
、
今

後
ど
の
様
な
変
化
を
す
る
か
楽

観
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
藍
住
町
は
、
輝
か
し
い
教

育
成
果
を
見
せ
た
町
で
も
あ

り
、
ど
の
様
に
ゆ
と
り
教
育
を

是
正
し
、
改
善
策
を
行
っ
た
の

か
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で

は
従
来
以
上
に
言
語
活
動
、
理

数
教
育
、
伝
統
や
文
化
に
対
す

る
教
育
、
道
徳
教
育
、
体
験
活

動
、
外
国
語
活
動
な
ど
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

本
町
で
は
、
分
か
り
や
す
い

授
業
の
実
践
や
家
庭
学
習
の
習

慣
化
な
ど
を
通
じ
た
児
童
・
生

徒
の
一
層
の
学
力
向
上
に
向
け

て
努
力
を
継
続
し
て
い
る
。

問

中
学
校
は
、
武
道
を
平
成

２４
年
か
ら
必
修
化
、
武
道
教
育

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

教
育
実
態
と
安
全
対
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

礼
儀
作
法
、
防
具
の
装
着

の
仕
方
等
、
基
本
を
大
切
に
授

業
を
進
め
て
お
り
、
指
導
教
員

も
指
導
者
研
修
会
を
受
講
す
る

な
ど
指
導
技
術
の
一
層
の
習
得

に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
両
中
学
校
と
も
油
断

す
る
こ
と
な
く
、
安
全
の
基
本

で
あ
る
竹
刀
・
防
具
の
点
検
、

竹
刀
の
正
し
い
扱
い
、
防
具
の

正
し
い
装
着
を
守
り
、
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

問

学
習
指
導
要
領
の
改
訂

で
、
平
成
２３
年
か
ら
小
学
校

５
、
６
年
生
に
英
語
教
育
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
教
育
実
態

と
英
語
指
導
教
員
の
制
度
的
確

立
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

平
成
５
年
か
ら
英
語
を
母

国
語
と
す
る
指
導
助
手
を
１
名

採
用
し
、
町
内
小
中
学
校
全
学

級
に
派
遣
。
平
成
２２
年
度
か
ら

は
２
名
態
勢
で
幼
稚
園
に
も
派

遣
し
、
英
語
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
１７
年
度
か
ら
は

学
級
担
任
に
よ
る
英
語
教
育
の

研
修
を
実
施
す
る
な
ど
一
貫
し

た
取
組
も
あ
り
、
必
修
化
に
関

し
、
学
校
現
場
に
は
特
に
混
乱

も
な
か
っ
た
。
今
後
も
魅
力
あ

る
外
国
語
教
育
を
推
進
し
た

い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

科学的
リテラシー
（能力）

２位

２位

６位

５位

数学的
リテラシー
（能力）

１位

６位

１０位

９位

読解力

８位

１４位

１５位

８位

２０００年

２００３年

２００６年

２００９年

一般質問

小小学学校校のの英英語語教教育育ににつついいてて
国際的コミュニケーション
能力の基礎をはぐくみたい

� 眞吉 議員

ゆゆととりり教教育育のの学学力力低低下下ににつついいてて
国語、算数、数学、理科、外国語などの
授業時数が増加されている

中中学学校校のの武武道道教教育育のの必必修修化化
本町では両中学校とも
剣道を選択

PISA 調査（国際学習到達度調査）における日本の順位

７ ２０１２．８．２５ №７０



問

教
育
委
員
会
だ
よ
り
第
２５

号
に
掲
載
の
、「
町
内
４
小
学

校
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
加

盟
ス
タ
ー
ト
」
に
つ
い
て
、
経

緯
と
具
体
的
内
容
、
ま
た
、
こ

の
事
が
実
現
す
れ
ば
本
町
の
教

育
基
本
方
針
に
掲
げ
て
い
る
、

「
真
の
意
味
で
の
国
際
人
の
育

成
に
努
め
る
」
の
実
践
に
繋
が

る
と
考
え
ま
す
が
、
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
加
盟
へ
の
期
待
と
教

育
的
効
果
を
尋
ね
ま
す
。

答

町
内
４
小
学
校
で
は
、
地

域
と
連
携
し
た
環
境
学
習
や
阿

波
踊
り
学
習
、
藍
文
化
体
験
学

習
、
人
参
栽
培
及
び
収
穫
体
験

学
習
な
ど
の
継
続
的
な
活
動
が

評
価
さ
れ
て
今
回
の
推
薦
と
な

っ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
子
ど
も
た
ち

が
ふ
る
さ
と
に
一
層
の
誇
り
を

持
ち
、
同
時
に
他
国
の
文
化
に

も
興
味
関
心
を
示
し
、
世
界
の

人
々
と
も
積
極
的
に
交
流
が
で

き
る
真
の
意
味
で
の
国
際
人
に

育
っ
て
ほ
し
い
。

問

本
年
夏
場
、
四
国
電
力
管

内
の
節
電
目
標
値
は
７
％
と
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
取
組
に

つ
い
て
、
ま
た
、
教
育
現
場
で

の
節
電
対
策
は
環
境
教
育
に
も

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
家
庭
・

地
域
に
対
す
る
啓
も
う
啓
発
に

な
る
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答

庁
舎
で
は
エ
コ
ス
タ
イ
ル

期
間
の
延
長
、
ノ
ー
残
業
デ
ー

実
施
、
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
に

よ
る
消
費
電
力
抑
制
、
駐
車
場

の
点
灯
時
間
短
縮
、
よ
し
ず
の

設
置
、
省
エ
ネ
照
明
器
具
へ
の

交
換
、
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
遮
熱
フ

ィ
ル
ム
や
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
。

小
中
学
校
で
は
今
後
と
も
環

境
保
全
の
た
め
に
主
体
的
に
行

動
で
き
る
よ
う
環
境
教
育
を
進

め
た
い
。

問

障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
町

民
一
人
ひ
と
り
が
「
互
い
を
尊

重
し
、
そ
の
人
ら
し
い
の
び
や

か
な
暮
ら
し
を
共
に
支
え
あ
う

ま
ち
、藍
住
」を
理
念
と
し
て
、

平
成
１９
年
３
月
「
藍
住
町
障
害

者
基
本
計
画
・
藍
住
町
第
１
期

障
害
者
福
祉
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
そ
の
経
過
を
踏
ま
え
、
本

年
４
月
に
「
第
３
期
障
害
者
福

祉
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
課
題
や
現

状
、
今
後
の
取
組
、
ま
た
、
災

害
時
の
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。

答

本
町
で
は
８
事
業
所
に
相

談
支
援
事
業
を
委
託
し
、
障
が

い
の
あ
る
人
や
家
族
か
ら
の
相

談
に
相
談
支
援
専
門
員
が
情
報

提
供
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
支
援
に
つ
い
て
は

障
が
い
の
あ
る
人
が
迅
速
・
安

全
に
避
難
で
き
る
よ
う
災
害
時

要
援
護
者
支
援
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
見
直
す
中
で
、
福
祉
避
難

所
を
増
や
せ
る
よ
う
努
め
た

い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
の
安
全
に
つ
い
て

一般質問

ユユネネススココススククーールル加加盟盟へへ
ススタターートトににつついいてて
地域の教育力を学校に生かすシステムで
あり、シンボルである

西岡 恵子 議員

夏夏
場場
のの
節節
電電
にに
つつ
いい
てて

昨
年
に
引
き
続
き
節
電
に
取
り
組
み
た
い

庁舎１階町民ホールに設置されたよしず

藍藍住住町町障障害害者者福福祉祉計計画画ににつついいてて
今後更に相談支援事業の周知、
サービス等の情報提供に取り組みたい

№７０ ２０１２．８．２５ ８
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江江西西博博文文議議長長
県県議議長長会会 副副会会長長、、郡郡議議長長会会 会会長長にに就就任任

本本会会議議をを
傍傍聴聴ししまませせんんかか

任期はそれぞれ次のとおりです。

○徳島県町村議会議長会 副会長
任 期 平成２４年５月２５日～平成２５年６月３０日

○板野郡町議会議長会 会長
任 期 平成２４年６月１日～平成２５年５月３１日

本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
は
、
本
会
議
当
日
、
先
着
順
に
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
傍
聴
席
の
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

徳徳島島県県町町村村議議会会議議員員
研研修修会会にに参参加加

５
月
１８
日
に
「
徳
島
県
町
村

議
会
議
員
研
修
会
」
が
美
波
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
本
町
議
会
か
ら
は
１２
名

の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
次
の
方
々
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

長
谷
川

幸
洋

氏

★
元
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長

会

議
事
調
査
部
長

野

村

稔

氏

野
村
氏
の
講
演
で
は
、
地
方

議
会
の
役
割
や
重
要
性
、
議
員

の
あ
る
べ
き
姿
、
議
会
運
営
の

基
本
、
議
会
改
革
に
つ
い
て
等

の
お
話
が
あ
り
、
興
味
深
く
有

意
義
な
研
修
会
で
あ
り
ま
し

た
。

５
月
１６
日
、
宮
城
県
利
府

町
か
ら
合
同
会
派
９
名
の
議

員
が
視
察
研
修
に
来
町
さ
れ

ま
し
た
。
利
府
町
は
人
口
３

万
５
２
２
４
人
、
世
帯
数
１

万
１
８
５
３
世
帯
（
平
成
２４

年
３
月
３１
日
現
在
）

で
、
本
町
と
類
似
し

た
規
模
の
町
で
す
。

本
町
か
ら
は
北
口

副
町
長
、江
西
議
長
、

西
川
副
議
長
、
矢
野

総
務
課
長
、
森
内
議

会
事
務
局
長
、
エ
ー

ア
イ
テ
レ
ビ
か
ら
阿

部
部
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

編集委員会では、町民の声
の投稿を募集しています。
議会や町政に関するご意見

をお寄せください。

宮宮城城県県利利府府町町
かからら

視視察察研研修修来来町町
投 稿 規 定

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
�

の
運
営
状
況
等
に

つ
い
て
研
修

�
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
。

�
掲
載
時
に
匿
名
を
希
望
す
る
方
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

�
字
数
は
５
０
０
字
以
内
。

�
投
稿
者
の
多
い
場
合
に
は
、
掲
載
月
を
調

整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 定例会案内

次の定例会は９月です。
次号は１１月に発行します。

～お問い合わせ～

議会事務局 �６３７－３１２７

９ ２０１２．８．２５ №７０
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月日の流れは早いもので、沖縄県宮古島から藍住町に移り住んで、今年で４１年になる。考えてみれば、私の人
生の大半はこの町にあったんだなと、思いつつ気がついてみれば、島の言葉も暮らしも、何もかも忘れている、
まるで唄を忘れたカナリヤのように、さ迷う自分がいたのだ。そんな私が、いつのまにか、阿波弁を使い、何の
躊躇いもなく、道を歩いている。それもそのはず、言葉も食の味も、この町の隅々まで行きわたったかのように、
まるでこの町に生まれ育ったかのように、日々の暮らしに、根っか
らの「藍住町人」となりきっているのだ。こんな風に何気なく生き
てこられたのは、さもあらん、そばにいる妻のおかげであり、この
町の人々が持つ暖かい心と、「共助心」のおかげだと感謝している。
ここ数年。藍住町は多くのボランティア活動や、国際交流、子育て
支援等。各地域毎の交流も盛んに行われるようになり、町民相互の
繋がりも良くなってきた。これは町民一人一人が「共生・相互扶助」
そして、強い「共助心」を持つようになったと言う事であろう。こ
れからも、私のように県、町内外からの移住者や、多くの人々に愛
され、親しみのある藍住町であってほしいと願っている。 みどり橋（正法寺川）

５５

月月

１３
日

勝
瑞
城
館
跡
ま
つ
り

１４
日

北
島
町
正
副
議
長
就
任
挨
拶
来
庁

１６
日

宮
城
県
利
府
町
行
政
視
察
来
町

１８
日

藍
住
中
学
校
体
育
祭

徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
美
波
町
）

２１
日

第
２
回
議
会
臨
時
会

議
会
全
員
協
議
会

資
格
審
査
特
別
委
員
会

２３
日

福
寿
連
合
会
定
期
総
会

２９
〜
３０
日第

３７
回
全
国
町
村
議
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会
（
東
京
都
）

６６

月月

４
日

議
会
運
営
委
員
会

１０
日

板
野
郡
消
防
操
法
大
会（
板
野
町
）

１１
日

６
月
議
会
定
例
会
開
会

資
格
審
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

１４
日

藍
住
町
防
災
団
総
会

１８
日

６
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

２１
日

６
月
議
会
定
例
会
閉
会

資
格
審
査
特
別
委
員
会

２４
日

板
野
東
部
消
防
消
防
団
放
水
技

術
競
技
大
会
（
北
島
町
）

２５
日

板
野
防
犯
連
合
会
総
会（
板
野
町
）

２６
日

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
臨
時

会
（
北
島
町
）

徳
島
市
正
副
議
長
就
任
挨
拶
来
庁

２８
〜
３０
日山

形
県
河
北
町
訪
問（
町
民
号
）

７７

月月

９
日

連
合
徳
島
ほ
か
来
庁

１８
日

徳
島
県
東
四
国
横
断
自
動
車
道

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

（
徳
島
市
）

１９
日

議
事
調
査
担
当
者
会（
徳
島
市
）

２０
日

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員

会
（
徳
島
市
）

２３
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２６
日

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
全
員
協
議
会（
徳
島
市
）

藍
寿
苑
給
食
運
営
協
議
会

２７
日

資
格
審
査
特
別
委
員
会

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例

会
・
議
長
事
務
局
長
研
修
（
徳

島
市
）

２８
日

納
涼
祭
開
会
式

議議
会会
のの
うう
ごご
きき

編編
集集
後後
記記

藍
住
町
議
会
は
５
月
２１
日

臨
時
会
を
開
き
、
西
岡
恵
子

氏
の
議
員
資
格
を
審
査
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
１
２
７

条
に
基
づ
く
資
格
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
た
。

東
京
都
の
石
原
都
知
事
は

尖
閣
諸
島
の
購
入
を
発
表

し
、
購
入
資
金
の
公
募
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に

１０
億
円
以
上
が
集
ま
っ
た
と

い
う
。

消
費
税
増
税
も
原
発
再
稼

働
も
、
総
理
大
臣
が
「
私
が

決
断
す
る
」
と
言
う
が
、
国

会
で
議
論
を
尽
く
し
、
専
門

家
の
所
見
と
地
域
へ
の
説
得

で
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
て
、
住
民
が
納
得
で
き
る

よ
う
な
判
断
を
下
す
努
力
が

必
要
だ
ろ
う
。

私
た
ち
も
町
民
の
為
、
地

域
の
絆
を
大
切
に
し
た
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

た
い
。

議議
会会
だだ
よよ
りり
編編
集集
委委
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